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◆跳躍・飛躍・ジャンプアップの年であると、経済界では
うさぎの脚になぞらえた年頭挨拶が多かった。仕事始めの
東京市場、日経平均株価は一時1万400円を超える高値水
準に。幸先のよいスタートに政治の混迷が水を差してはな
らない。◆首相の年頭会見では税制抜本改革の一定の方向

性につき6月を目途とする表明があった。一斉に野党側の反発が伝
えられたところであるが、政府・与党、野党とも今年こそは大きな
耳をもって国民に応えてほしいものだ。◆創刊9年目を迎えた小誌も
より一層の情報収集、適時的確な紹介に努めて参ります。変わらぬ
ご愛読を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 （B）
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オペレーティング・リース

短期間のリース

総合的な取引所検討チーム
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今週の専門用語

　満期まで解約が不能など、実質的には借手に資産を売却し、代金を割賦でもら
うに等しい「ファイナンス・リース」に対し、「物を貸して賃貸料をもらう」と
いう元来のリースがオペレーティング・リースである。ファイナンス・リースに
ついては会計上「資産計上」が求められているが、IFRS（国際会計基準）の影
響で、これまで賃借料として費用処理が行われてきたオペレーティング・リース
についても、資産計上が求められる可能性が高まっている。

　短期間のリースについて、IASBとFASBの公開草案「リース」では、たとえ
ば、借手については、リース料支払債務を割引前のリース料の金額で測定し、使
用権資産を当割引前のリース料に当初直接費用を加えた金額で測定することがで
きる（この場合、リース料は、リース期間にわたって純損益に認識する）という
簡便的な会計処理がリースごとに選択できるが、賃貸借処理は認められていない
など、現行のわが国の会計基準とは異なっている。

　新成長戦略（平成22年6月18日閣議決定）における国家戦略プロジェクト
の1つ「総合的な取引所（証券・金融・商品）の創設の推進」のために10月
28日、その発足が発表されたもので、メンバーは金融庁・農林水産省・経済産
業省の各副大臣・大臣政務官、計6名からなる。検討は、関係者から公開で行う
ヒアリング、各担当政務の意見交換を通じて進めるものとされ、同年12月22
日、10月に示された作業工程表どおり平成22年中に中間整理を取りまとめた。
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